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青森腰に於ける Cambaroidesの分布状況

和 田 千 歳

Ca,nbaroidesjapoJ,Licus(DEHAAN)ザ リガニは青森蝶方言ほてザ}V ガ-又はザ

ワガ-等 と呼び､之を輔へ{肺病又は漆にかぶれ72る時の治療に卓効あ bとし

民間に賞用せらる がゝ故に､本糠各地の′ト鬼と錐 も形態産に分布他部と知る所

在 b｡今金の知れる正確なる分布地瓢を示し動物地稚壁上の参考に資せんとす｡

(-) 東 津 軽 郡 -屈 川村大字荒川､野木､金漬｡高田村大字高臥 野津､小緒｡新城村大壷新

城､石江｡三厩村大字三版｡原別村大字誠訪津､築木南｡瀧内村大字浪館｡
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筒井村大字幸畑｡来年内村大字狩場樺｡演館村大字樺山､戸崎､駒込｡東岳

村大字矢田､瀧揮｡横内村大字横内､大矢揮､八重菊(俗稀防名卒なる原野)0

蟹田村大字′ト聞及び外黒山､大山｡蓬田村大字高根､中卒内村大字東田樺等｡

(二) 西津軽 郡 -水元村大字水元､廻堰｡館岡村大字館岡｡赤石村大字赤石｡車力村大字車力｡

越水村大字吹原｡鳴津村大字出来帖｡森田村大字駐韓等｡

(三) 中津 軽 郡 .･･新和村大字三和〇千年村大字小乗山o舶刺 状 宇野笠､富発､宮館0.裾野村

大字十勝内､鬼揮｡清水村大字常盤奴､悪声､岩木村大字薪聞及岩木山麓高

館山及び獄温泉等｡

(四) 南 津 軽郡 -竹詑村大字唐竹､頗船｡戒給付大字威甜駒木｡女鹿棒材大字女鹿揮｡野揮村
■

人字野津､播樺､郷山前｡人格村大字大伴迦｡山形材大字大川原､黒森｡浪

● 岡村大字浪臥 呈&1品 ｡金田村大字新屋町､南田中､石川町大字薬師堂等O

(五) 北 津 軽 郡 ･-喜良市村人字書良市｡飯詰村大字飯詰｡七知村大宇羽野木鐸､原子､前田好

日､高野､持子揮｡金木町附近｡ 内潟村大字尾別｡相内村大字相内､太田 ｡

嘉潮柑大字嘉瀬｡中里村大字中里等｡

(六) 上 北郡 ･･････野適地町附近(烏帽子席一度)｡天間林村大字榎林･七戸町附近 (克熊内･種畜
テ i･Pモ リ トヤペ i,ペプクT) イテフノキ

場､十三森､膝森､手代棚､鳥谷部､冶部袋､銀香木､三浦山､別官等)｡

法奥棒材大字法量(十和田湖子の口)等｡

(七) 下 北 郡 --･･大湊村大字城ケ樺､大港､一里越､永下o大畑村大字小目名､二板橋｡来泊

村大字目名｡川内町大字川内等｡

上 記 の分 布 地黒古は余 の知 れ る正 確 在 る所 在れ ど も､ 今 後 精 細 に踏査 の歩 を進

め をば 更 に新 発 見 あ る こと曹然 在b､ 元 々何相 手 何 とあ る も其 大 字 の 内 に も数

ヶ所 に跨 b{棲 息 す る事 は滑 略 し7zb｡

該 動 物 の 分布 上 注 意 すべ きは 日本 海 に傾 け る地 方 に多 く大 卒 洋 に沿 - る地 方

に 少 く両 も三 月部 郡 の地 方 に tは発 見 し得 ざ る瓢 をbとすG 又 下 北 郡 大畑 村 大

字 ′ト目名 (北緯 四十一 度 )は最 北部 ほ し{､ 南端 は十 和 田湖 子 ノロ､ 東 端 は下 北

郡 東 通 村 大 字 目名､ 西 端 は西 津 郡赤 石 村 大 字赤石 在 る 乙 と夜b｡ 而 し{三 月郡

に{は余 は未 採集 夜bL も∴ 岩 手蝶 三 月郡 には確 に棲 息 す る由､ 今雀 の踏査 に

よb更 に探 究 せ む とす る所 在 bo

錦 一 項 紹介 し72さは 日本 海 方面 に居 るザ 1)ガ -中尾部 中央 の脚 某 に裂 目あ る-

もの あ る ことほ し{､ 殊 に西 津 軽 郡 館 岡 村､ 中津軽 郡 岩 木 山麓 地帯 ､ 南 津軽 郡

山形 相 の黒 森 山等 ほ於 {屡 訟 ひ る所 在bとす ｢


